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定例会

　

令
和
８
年
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月

１
日
招
集
、
16
日
間
の
会
期
で
開
催
さ

れ
、
当
局
よ
り
提
出
さ
れ
た
議
案
な
ど

に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

○
白
浜
町
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

○
白
浜
町
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
の
支

給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

○
白
浜
町
清
掃
セ
ン
タ
ー（
ご
み
焼
却

施
設
等
）長
期
整
備
そ
の
２
工
事

【
工
事
場
所
】

・
白
浜
町
保
呂
７
４
９
番
地

【
契
約
金
額
】

１
億
７
３
５
８
万
円

【
契
約
の
相
手
】　
　

・
大
阪
市
北
区
堂
島
一
丁
目
６
番
20
号

　

荏
原
環
境
プ
ラ
ン
ト
株
式
会
社

　

西
日
本
支
店

○
令
和
７
年
度
公
益
財
団
法
人
白
浜
医

療
福
祉
財
団
経
営
状
況
の
提
出
に
つ
い

て○
令
和
７
年
度
健
全
化
判
断
比
率
の
報

告
に
つ
い
て

○
令
和
７
年
度
資
金
不
足
比
率
の
報
告

に
つ
い
て

○
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

・
物
損
事
故
に
対
す
る
損
害
の
賠
償

○
令
和
７
年
度
白
浜
町
水
道
事
業
特
別

会
計
未
処
分
利
益
剰
余
金
の
処
分
に
つ

い
て

○
決
算
審
査
特
別
委
員
会

　

令
和
７
年
度
一
般
会
計
お
よ
び
各
特

別
会
計
の
決
算
認
定
に
つ
い
て
、
特
別

委
員
会
を
設
置
し
、
閉
会
中
に
継
続
審

査
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

・
委
員
長　

古
田 

彩　

・
副
委
員
長　

溝
口 

耕
太
郎

・
委
員　

小
森 
一
典　

菊
原 

章

　
　
　

  

鈴
木 
彬
人　

真
鍋 

和
功

　
　
　

  

丸
谷 

和
樹　

廣
畑 

志
保

　
　
　

  

黒
田 

武
士　

雜
賀 
弥
一

第3回

（9月）

定例会

　

支
店
長　

山
内 

秀
洋

○
白
浜
町
Ｉ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
オ
フ
ィ
ス
共

用
部
分
改
修
建
築
工
事

【
工
事
場
所
】

・
白
浜
町
２
９
９
８
番
地
の
１
１
９

【
契
約
金
額
】

４
９
２
８
万
円

【
契
約
の
相
手
】

・
白
浜
町
１
２
９
６
番
地
の
１

　

株
式
会
社
西
峰
工
務
店

　

代
表
取
締
役　

西
峰 

嵩

○
富
田
中
学
校
屋
内
運
動
場
空
調
設
備

設
置
工
事

【
工
事
場
所
】

・
白
浜
町
栄
３
２
０
番
地

【
契
約
金
額
】

７
２
０
８
万
３
０
０
０
円

【
契
約
の
相
手
】

・
白
浜
町
１
４
７
２
番
地
の
２

　

中
央
設
備
株
式
会
社

　

代
表
取
締
役　

金
子 

賢
次

○
第
29
期
南
紀
白
浜
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放

送
株
式
会
社
経
営
状
況
の
提
出
に
つ
い

て

○
令
和
８
年
度
白
浜
町
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
３
号
）

・
既
定
予
算
へ
の
補
正
額

４
億
１
７
２
２
万
円

・
補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額

１
４
６
億
８
８
２
万
円

　
　
　

※
減
額
修
正
後
の
額（
次
頁
参
照
）

主
な
補
正
内
容

【
総
務
費
】

・
観
光
地
経
営
の
高
度
化
事
業

１
０
０
０
万
円

・
臨
時
地
域
活
動
助
成
金

１
２
０
０
万
円

【
農
林
水
産
業
費
】

・
有
害
鳥
獣
捕
獲
檻
購
入
費

１
６
５
万
円

・
海
業
推
進
事
業
費
補
助
金

５
０
０
万
円

【
観
光
費
】

・
宿
泊
割
引
ク
ー
ポ
ン
配
布
等
事
業

２
５
２
万
円

・
ペ
ッ
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
事
業

３
３
０
万
円

【
災
害
復
旧
費
】

・
農
林
水
産
業
施
設
災
害
復
旧
費

５
７
８
３
万
円

条
例
改
正

工
事
請
負
契
約

報
告

そ
の
他

特
別
委
員
会
の
設
置

補
正
予
算
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〇
令
和
８
年
度
白
浜
町
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

・
既
定
予
算
へ
の
補
正
額

２
５
２
０
万
円

・
補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額

26
億
５
１
１
０
万
円

○
令
和
８
年
度
白
浜
町
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

・
既
定
予
算
へ
の
補
正
額

８
６
０
万
円

・
補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額

７
億
７
３
６
５
万
円

〇
令
和
８
年
度
白
浜
町
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

・
既
定
予
算
へ
の
補
正
額１

億
１
５
０
万
円

・
補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額

34
億
１
３
１
０
万
円

第3回定例会の概要

9月1日（第1日）
　・ 会期決定、議案提案説明

9月10日（第2日）
　・ 一般質問

9月11日（第3日）
　・ 一般質問

9月15日（第4日）
　・ 議案審議、議案提案説明

9月16日（第5日）
　・ 議案審議

議員発議修正案を再度可決

　令和8年度白浜町一般会計補正予算（第3号）案に対し、小森 一典議員、鈴木 彬人議員から減額修正案の

提出がありました。

　令和8年第2回定例会（6月議会）に引き続き提出されたもので、修正案の内容は、6月議会と同様に、平

草原公園を拠点にペットの個別火葬を移動式で行う「愛玩動物火葬事業」に要する費用として計上した

1,558万円を減額するものでした。

　減額修正案の提出の主な理由は、「町単独の新規事業の必要性や収支予測、今後の事業としての町益等

を踏まえ、十分な議論が尽くされていないこと」また、「6月議会での減額修正案の可決後、議会への説明

がない、6月議会の議決をどう受け止めたのか、当局の姿勢に重大な疑義を感じる」、「単なる一事業の問題

ではなく、議会と当局の信頼性に関わる大きな問題と認識している」とし、修正案を提出した小森議員が

提案理由の説明を行い、修正案に賛成として鈴木議員、松田 剛治議員、溝口 耕太郎議員が討論を行い、起

立採決の結果、採決には、小森議員、鈴木議員、松田議員、溝口議員のほか、廣畑 志保議員、黒田 武士議員

が賛成し、賛成多数で減額修正案を可決しました。

修正動議

令和8年度 白浜町一般会計補正予算（第3号）　愛玩動物火葬事業

鈴木
議員

　議会が一度否決という明確な意思を示した以上、それを受けて事業の必要性や費用対効果

など、改めて検討することが当然求められると考える。しかしながら、事業の内容、目的、実

施方法、予算額について何ら変更、または追加の説明がなされないまま再び提出されたこと

は非常に残念であり、議会として重く受けとめなければならない。

○修正案賛成討論の要旨

　令和8年6月議会において説明不足を理由に否決された本事業が、今回も十分な説明がな

いまま再度上程されている。前回、議会において否決されたことの重みを十分に踏まえ、必

要な説明を尽くした上で、再提案されるべきものと考える。

松田
議員

　事業の収支計画を議員、議会に示していただかないと、事業そのもので判断して、あとは

おいおい議会と相談をしながら決めていけばいい、というのは進め方が間違っている。議会

と当局との間の信頼関係を損なう事態ではなかろうかと思う。

　今回については事業の内容に賛成、反対、そういった次元を超えて、町が新規事業を進め

る際の議会に対する提案の仕方、このことについて大変当局は逸脱をしている。

溝口
議員
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宿泊割引クーポン配布等事業

　若年層に対する白浜の認知度向上と冬期の宿泊数の増加を目的として、オンライン旅行予約サイトを活

用した宿泊割引クーポン配布等事業を実施します。

◆宿泊対象期間：令和8年12月頃～令和9年3月頃（予定）

◆割引率：約40％（宿泊料金等に応じて設定）　◆事業費：広告料 17万円、委託料 235万円

　白良浜地内に海岸利用者の利便性向上と誘客促進につながる施設（白良浜ビ

ーチカフェ）を整備し、その利用状況や誘客効果、通年営業の可能性等を検証す

るための実証実験事業の現状について、全員協議会で説明がありました。

◆実施主体：白浜町　◆事業実施団体：一般社団法人南紀白浜観光協会

◆事業者：株式会社タイシステム（※令和8年6月5日 カレイドジャパン株式会社より事業者変更）

◆協定期間：令和7年5月1日～令和10年4月30日　◆使用料：年額30万円

◆運営実績：営業利益△583万円　売上達成率71%（令和7年8月1日～令和8年6月14日の実績）

問）主に若年層に対する白浜の認知度向上と、冬季の宿泊数の増加を目的として事業展開しようとしてい

るようであるが、この235万円の委託料、割引率としては約40％とあるが、どのぐらいの宿泊人数を見込

んでいるのか。

答）白浜の観光客はリピーター層がかなりの割合を占めているが、その中でも10代、20代が全体に占める

割合は15％ぐらいにとどまっている。今後リピーターとなるべききっかけを、若いうちに体験していただ

きたいという目的で、今回、若年層に絞ったクーポンを実施したいと考えている。現在の想定では、2名以

上で宿泊料金2万円以上の場合に割引率が40％のものを約100枚、また3名以上で宿泊料金が3万円以上

の場合に割引率が40％のものを同じく100枚程度予定している。

Pick Up ! ❶

白良浜利便増進施設整備実証実験事業について
全員協議会（9月1日開催）

Pick Up ! ❷

質疑抜粋

問）この事業は、冬場の利用客が少ない時期に観光客を誘導したいという2年8か月の実証実験である。当

初の事業者が1年も経過しないうちに撤退したことを踏まえ、出てきた課題などを総合的な見地からもっ

と深く検証し改善しなければ、同じような結果になってしまうのではないか。

答）そもそも実証実験であり、まだ1年しか経過していない。当初の事業者の撤退も、この事業だけが原因

ではなく、企業全体の事情もあった。新しい事業者は、前の事業者の1年を見たなかでも、それでも白浜、

白良浜には魅力があるということで参入され、大変協力的にやってくれている。参入した事業者に対し、

町が赤字を補填したりすることはない。この事業も含め、温泉という大事な白浜の資産を前面に出し、通

年型の観光まちを目指し積み重ねていっている。事業の期間はまだ半分も経過していない。変わってゆく

白浜に対して、応援もしていただきたいし、この事業についても理解をいただきたい。

質疑抜粋

令和8年度 白浜町一般会計補正予算（第3号）
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請願の審査結果

【付託委員会 委員長報告要旨】

　委員会に付託された請願については、過日審査を行い、また審査にあたっては紹介議員の出席を求め意見を

徴し、審査の参考としました。本請願にあるペット火葬事業は、5月22日に開催された全員協議会において議

題としてあげられ、各議員からも、様々な意見と熱心な議論がありました。

　本事業費は、令和8年度一般会計補正予算（第１号）として計上され、６月定例会に提案されましたが、議案審

議において、本事業費の減額を求める修正動議が提出され、慎重審議の結果、本事業費を減額する修正案が可決

されております。本請願の趣旨に対しましては、議案審議の場で公正かつ公平で十分な議論を行い、その結果を

もって議会としての意思を表明しているところであります。そのため本請願につきましては、別途、採択する必

要性は低いと考えられ、本委員会採決の結果、全会一致をもって「不採択とすべきもの」として結果を得ました。

第3回（9月）定例会 審議結果一覧

※ 議案等に対する賛成者は「○」、反対者は「×」とし、議長は通常、採決に加わらないため、「/」としています。  　※ （＊）一般会計補正予算（第3号）は、修正部分を除く原案可決

専決処分の承認について（損害賠償の額を定めること） ⚪⚪ / ⚪⚪⚪⚪⚪⚪⚪⚪

件　　名

⚪⚪ / ⚪⚪⚪⚪⚪⚪⚪⚪工事請負契約の締結について（白浜町清掃センター（ごみ焼却施設等）
長期整備その２工事）

⚪⚪ / ⚪⚪⚪⚪⚪⚪⚪×令和8年度白浜町一般会計補正予算（第3号）議定について

⚪⚪ / ⚪⚪⚪⚪ ⚪⚪⚪令和8年度白浜町国民健康保険事業特別会計補正予算（第3号）議定について

⚪⚪ / ⚪⚪⚪⚪⚪⚪⚪⚪令和8年度白浜町後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号）議定について

⚪⚪ / ⚪⚪⚪⚪⚪⚪⚪⚪令和8年度白浜町介護保険特別会計補正予算（第2号）議定について

⚪⚪ / ⚪⚪⚪⚪⚪⚪⚪⚪工事請負契約の締結について（白浜町ITビジネスオフィス共用部分
改修建築工事）

⚪⚪ / ⚪⚪⚪⚪⚪⚪⚪⚪工事請負契約の締結について（富田中学校屋内運動場空調設備設置
工事）

⚪⚪ / ⚪⚪⚪⚪⚪⚪⚪⚪白浜町印鑑条例の一部を改正する条例について

⚪⚪ / ⚪⚪⚪⚪⚪⚪⚪⚪

可決

結果

可決

（＊）可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決
白浜町ひとり親家庭医療費の支給に関する条例の一部を改正する条
例について

小
森　

一
典

松
田　

剛
治

菊
原　

章

長
野　

莊
一

鈴
木　

彬
人

真
鍋　

和
功

古
田　

彩

丸
谷　

和
樹

廣
畑　

志
保

黒
田　

武
士

溝
口　

耕
太
郎

雜
賀　

弥
一

⚪

件名

請願者氏名

紹介議員

付託委員会

審査日程

ペット火葬事業の拙速な予算化を
しないよう求める請願

鈴木 丈夫　外41名

廣畑 志保

議会運営委員会

8月7日、8月25日

○令和8年　請願第2号○令和8年　請願第1号

　令和8年第2回定例会に提出のあった2件の請願書については、継続審査となっていましたが、令和8年

第3回定例会本会議において審議の結果、両請願とも全会一致で不採択とすることに決定しました。

件名

請願者氏名

紹介議員

付託委員会

審査日程

ペット専用火葬施設整備について
請願書

篠岡 良尚　外178名

雜賀 弥一

総務文教厚生常任委員会

8月25日、9月1日

※ 議会運営委員会、総務文教厚生常任委員会（どちらも溝口委員長）とも、委員長報告は同内容であったため、併せて記載しています。

⚪
⚪

⚪
⚪
⚪

⚪

⚪
⚪
⚪
⚪
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一般質問

　一般質問とは、議員が町の行政全般にわたり、執行機関に対し事務の執行の状況及び将来に対する方針等

について質問を質し、あるいは報告、説明を求め、または疑問を質すことをいいます。

一般質問

○雜賀 弥一  議員（6P）

　1. 白良浜海水浴場及び周辺海域における安全で公平

な利用ルールの再構築について

　2. 白浜町における民泊・一棟貸し事業の現状把握と

地域との共生について

○古田 彩  議員（7P）

　1. 町内の防災（避難所）の整備について

　2. 小学校低学年における学習机について

　3. 学童保育のあり方について

　4.平草原公園白浜民俗温泉資料館について

○溝口 耕太郎  議員（7P）

　1.白良浜利便増進施設整備実証実験事業（白良浜ビ

ーチカフェ事業）について 

○真鍋 和功  議員（8P）

　1. 漁業振興について

　2. 観光振興について

○丸谷 和樹  議員（8P）

　1. 町が保有する普通財産・行政財産の有効活用につ

いて

　2. 公共施設等の移転と移転後の活用について

　3. 学校統合と廃校後の施設活用について

　4. 高齢者等の移動手段と将来の地域交通について

○松田 剛治  議員（9P）

　1. 災害時における避難生活支援の充実について

　2. 子どもの安全対策の強化について

○廣畑 志保  議員（9P）

　1. 白浜町都市公園である白良浜海水浴場の利用につ

いて

質問議員 / 質問事項

雜
さい

賀
か

 弥
や

一
いち

 議員

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
有
効

期
限
は
12
月
下
旬
ま
で

水上バイク

白
良
浜
周
辺
海
域
の
ル
ー
ル
再
構
築
に
つ
い
て

関
係
機
関
と
協
力
し
て
課
題
解
決
に
取
り
組
む

民
泊
と
地
域
共
生
の
ル
ー
ル

 

白
浜
町
に
は
民
泊
２
７
４
件
、簡
易
宿

所
１
５
８
件
が
あ
り
、
夜
間
の
騒
音
や
悪

臭
、
無
断
駐
車
な
ど
の
相
談
も
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。
規
制
だ
け
で
な
く
、
事
業
者
、
宿

泊
者
へ
の
ル
ー
ル
周
知
、
相
談
体
制
や
関

係
部
署
の
情
報
共
有
を
進
め
、
地
域
と
宿

泊
事
業
者
が
共
生
で
き
る
仕
組
み
を
整
え

る
考
え
に
つ
い
て
問
う
。

 

民
泊
事
業
に
関
す
る
苦
情
は
、宿
泊
者

の
モ
ラ
ル
に
関
す
る
も
の
が
大
半
で
あ
り
、

民
泊
事
業
者
に
は
現
地
立
ち
合
い
を
行
い
、

苦
情
内
容
を
詳
し
く
説
明
し
た
上
で
宿
泊

者
に
対
し
て
事
前
に
ハ
ウ
ス
ル
ー
ル
等
の

周
知
徹
底
を
行
う
な
ど
、
改
善
策
を
講
じ

る
よ
う
申
入
れ
を
行
っ
て
い
る
。
引
き
続

き
田
辺
保
健
所
と
連
携
し
て
対
応
し
て
い

く
。

白
良
浜
周
辺
海
域
の
ル
ー
ル
再
構
築

 

白
良
浜
周
辺
で
は
、
水
上
バ
イ
ク
、
遊

泳
、
漁
業
、
Ｓ
Ｕ
Ｐ
、
カ
ヤ
ッ
ク
な
ど
多
様

な
利
用
が
あ
る
一
方
、
町
と
県
の
管
理
区

域
が
混
在
し
て
い
る
。
安
全
対
策
や
ル
ー

ル
の
隙
間
を
な
く
す
た
め
、
関
係
機
関
が

連
携
し
、
実
態
を
踏
ま
え
た
周
辺
海
域
の

ル
ー
ル
を
整
備
す
る
考
え
に
つ
い
て
問
う
。

 

白
良
浜
海
水
浴
場
や
周
辺
海
域
に
つ

い
て
は
、
去
る
８
月
28
日
に
田
辺
海
上
保

安
部
、
西
牟
婁
振
興
局
を
訪
問
し
、
不
正

な
営
利
目
的
や
ル
ー
ル
を
逸
脱
し
た
水
上

バ
イ
ク
の
航
行
、
漁
港
区
域
周
辺
の
長
時

間
の
占
有
な
ど
に
つ
い
て
、
課
題
解
決
に

向
け
た
取
組
の
協
力
を
求
め
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。
特
に
白
良
浜
に
お
け
る
ル
ー
ル
の

再
構
築
に
つ
い
て
は
、
来
年
に
間
に
合
う

よ
う
、担
当
課
に
指
示
を
し
て
い
る
。
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溝
みぞ

口
ぐち

  耕
こう

太
た

郎
ろう

 議員

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
有
効

期
限
は
12
月
下
旬
ま
で

白良浜ビーチカフェ

古
ふる

田
た

  彩
あや

 議員

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
有
効

期
限
は
12
月
下
旬
ま
で

温泉民俗資料館

白
良
浜
ビ
ー
チ
カ
フ
ェ
事
業
に
つ
い
て

補
助
金
要
綱
等
に
基
づ
き
適
正
に
実
施
し
て
い
る

使
用
料
等
に
つ
い
て

 

ビ
ー
チ
カ
フ
ェ
の
施
設
の
使
用
料
で

あ
る
月
額
50
万
円
は
、
事
業
者
か
ら
適
正

に
支
払
わ
れ
て
い
た
の
か
。

　

ま
た
、
白
良
浜
に
構
造
物
を
建
設
し
た

場
合
、
白
浜
町
は
和
歌
山
県
に
対
し
て
海

岸
占
用
料
を
い
く
ら
支
払
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
か
。

　

協
定
書
で
は
施
設
の
使
用
料
は
前
払
い

に
な
っ
て
い
る
が
、
な
ぜ
８
月
分
の
使
用

料
が
支
払
わ
れ
て
い
な
い
の
か
。
支
払
わ

れ
て
い
な
い
状
態
の
ま
ま
で
よ
い
の
か
。

　

町
は
ビ
ー
チ
カ
フ
ェ
の
建
物
の
竣
工
検

査
を
行
っ
た
の
か
。
ビ
ー
チ
カ
フ
ェ
建
設

費
の
６
千
万
円
の
見
積
書
の
単
価
チ
ェ
ッ

ク
は
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な

い
か
問
う
。

 

令
和
７
年
度
分
の
施
設
使
用
料

21
万
３
７
２
０
円
は
、
令
和
８
年
５
月
22

日
に
一
般
社
団
法
人
南
紀
白
浜
観
光
協
会

か
ら
町
へ
納
付
さ
れ
て
い
る
。

　

白
良
浜
に
構
造
物
を
建
設
し
た
場
合
の

本
町
が
和
歌
山
県
に
納
付
す
る
本
施
設
の

海
岸
占
用
料
は
、
21
万
３
７
２
０
円
と
な

っ
て
い
る
。

　

施
設
の
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
使
用
料

の
未
納
確
認
後
、
速
や
か
に
納
入
す
る
よ

う
南
紀
白
浜
観
光
協
会
に
対
し
指
摘
を
行

っ
て
い
る
。

　

本
施
設
は
町
が
発
注
し
た
建
築
工
事
で

は
な
い
た
め
、
町
発
注
工
事
と
同
様
の
積

算
審
査
を
改
め
て
行
う
考
え
を
持
ち
合
わ

せ
て
い
な
い
。

誰
も
が
安
心
で
き
る
避
難
所
へ

避
難
所
の
環
境
改
善
に
一
歩
ず
つ
取
り
組
む

避
難
所
の
整
備
に
つ
い
て

 

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な
ど
に
備
え
、

町
内
避
難
所
の
現
在
の
整
備
状
況
を
確
認

す
る
。
ま
た
、
要
配
慮
者
へ
の
配
慮
や
、
観

光
客
・
外
国
人
へ
の
情
報
提
供
と
受
入
体

制
は
整
備
さ
れ
て
い
る
か
伺
う
。

　

誰
も
が
安
心
し
て
避
難
で
き
る
環
境
づ

く
り
に
つ
い
て
、当
局
の
考
え
を
伺
う
。

 

町
開
設
の
避
難
所
で
は
、避
難
所
運
営

に
必
要
な
備
蓄
と
施
設
整
備
の
両
面
か
ら

環
境
改
善
を
図
る
と
と
も
に
、
要
配
慮
者

の
方
々
へ
の
支
援
と
し
て
福
祉
避
難
所
の

開
設
等
、
安
心
し
て
避
難
が
で
き
る
よ
う

計
画
し
て
い
る
。
ま
た
、
観
光
客
や
外
国

人
の
方
々
に
対
し
て
は
、
ホ
テ
ル
等
で
の

受
け
入
れ
や
、車
中
泊
避
難
場
所
の
確
保
、

防
災
情
報
ア
プ
リ
の
啓
発
等
を
通
じ
、
災

害
時
の
安
全
確
保
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

温
泉
民
俗
資
料
館
の
新
た
な
活
用
を

 

平
草
原
公
園
内
の
白
浜
町
民
俗
温
泉

資
料
館
に
つ
い
て
、
今
後
の
あ
り
方
を
問

う
。
雨
の
日
で
も
子
ど
も
が
遊
び
、
学
べ

る
場
所
や
、
世
代
を
超
え
て
町
民
が
集
え

る
場
所
と
し
て
、
既
存
施
設
を
活
用
で
き

な
い
か
、資
料
館
の
役
割
を
見
直
し
、町
民

に
親
し
ま
れ
、
利
用
し
た
く
な
る
施
設
づ

く
り
に
つ
い
て
、当
局
の
考
え
を
伺
う
。

 

現
時
点
で
資
料
館
と
し
て
の
再
開
は

予
定
し
て
い
な
い
が
、
今
後
の
あ
り
方
と

し
て
、
平
素
は
無
料
の
開
放
ス
ペ
ー
ス
と

し
て
、
子
ど
も
等
の
遊
び
場
と
し
て
の
活

用
、有
事
の
際
に
は
、ド
ッ
グ
ラ
ン
設
備
も

整
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、ペ
ッ
ト
が
い
る
こ

と
で
避
難
場
所
へ
の
避
難
を
躊
躇
さ
れ
る

方
も
活
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
施
設

づ
く
り
を
検
討
し
て
い
る
。
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一般質問

10
年
、20
年
先
の
日
置
川
を
考
え
る

子
ど
も
を
真
ん
中
に
据
え
対
話
を
重
ね
る

学
校
統
合
に
つ
い
て

 

日
置
川
地
域
で
は
学
校
統
合
と
新
校

舎
の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
将
来
の

子
ど
も
の
数
や
施
設
の
維
持
管
理
費
を

考
え
れ
ば
、こ
れ
ま
で
と
同
じ
形
の
学
校

を
建
て
る
だ
け
で
な
く
、
保
育
園
、
小
学

校
、中
学
校
を
一
体
的
に
考
え
、施
設
の
共

用
や
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
効
率
化
も
図
れ
る

「
幼
・
小
・
中
一
貫
」
を
選
択
肢
の
一
つ
と
し

て
研
究
し
て
は
ど
う
か
。

 

幼
小
中
の
連
携
や
施
設
の
あ
り
方
に

つ
い
て
は
、
将
来
の
子
ど
も
の
数
や
地
域

の
姿
を
見
据
え
、
幅
広
い
視
点
で
研
究
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、「
日
置
川
で

学
ば
せ
た
い
」「
日
置
川
で
学
び
た
い
」
と

思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
教
育
を
、
地

域
全
体
で
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

将
来
の
地
域
交
通
に
つ
い
て

 

日
置
川
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は

減
便
さ
れ
、
予
約
も
２
時
間
前
ま
で
と
な

っ
て
い
る
。
人
口
減
少
や
運
転
手
不
足
が

進
む
一
方
、
免
許
返
納
後
の
移
動
手
段
は

ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
。
バ
ス
、タ
ク
シ
ー
、

鉄
道
を
一
体
的
に
捉
え
、
将
来
も
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
地
域
交
通
を
ど
う
構
築
し
て

い
く
の
か
、考
え
を
伺
う
。

 

学
生
や
高
齢
者
の
移
動
手
段
と
し
て

公
共
交
通
は
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
り
、

運
転
免
許
証
を
返
納
す
る
高
齢
者
の
増
加

な
ど
、
需
要
の
増
加
が
想
定
さ
れ
る
。
こ

の
よ
う
な
情
勢
の
中
、
白
浜
町
地
域
公
共

交
通
計
画
に
掲
げ
る
目
標
や
基
本
方
針
に

つ
い
て
、国
や
県
の
支
援
制
度
を
活
用
し
、

将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
公
共
交
通
体

系
の
維
持
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

漁
業
振
興
及
び
観
光
振
興
に
つ
い
て

よ
り
安
定
し
た
藻
場
造
成
に
取
り
組
む

藻
場
造
成
事
業
に
つ
い
て

 

近
年
、磯
焼
け
に
よ
る
藻
場
の
減
少
が

問
題
と
な
っ
て
い
る
。
藻
場
は
魚
介
類
の

産
卵
や
生
育
の
場
で
、
沿
岸
漁
業
を
支
え

て
い
る
。
資
源
を
守
り
育
て
る
観
点
か
ら
、

藻
場
造
成
や
再
生
の
取
組
を
強
化
す
る
必

要
性
に
つ
い
て
、当
局
の
考
え
を
伺
う
。

 

漁
協
に
事
業
委
託
し
て
、藻
場
造
成
の

可
能
性
を
調
査
、
増
殖
を
目
指
す
が
、
食

害
被
害
が
多
く
、
効
果
を
得
ら
れ
て
い
な

い
。
来
年
度
は
専
門
業
者
へ
の
委
託
等
、

よ
り
安
定
し
た
事
業
を
検
討
し
て
い
る
。

漁
業
従
事
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て

 

漁
業
従
事
者
に
と
っ
て
、燃
料
価
格
高

騰
は
死
活
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
町
の
漁

業
を
将
来
に
残
す
た
め
、
町
独
自
の
補
助

制
度
を
整
備
す
る
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

 

漁
船
の
燃
油
費
を
補
助
し
た
経
過
が

あ
る
が
、
国
の
交
付
金
を
財
源
と
し
た
。

同
様
の
交
付
金
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
財
源

と
し
た
制
度
を
検
討
し
た
い
。
議
員
か
ら

は
、田
辺
市
と
す
さ
み
町
が
補
助
し
て
い

る
と
の
こ
と
な
の
で
、精
査
を
し
て
み
る
。

東
白
浜
地
域
へ
の
新
た
な
観
光
施
策

 

東
白
浜
地
域
の
活
性
化
に
つ
い
て
、観

光
客
と
地
域
住
民
の
憩
い
の
場
と
な
る
新

た
な
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
、
足
湯
の
建
設
に

つ
い
て
、考
え
を
伺
う
。

 

温
泉
を
核
と
し
た
滞
在
型
・
体
験
型
観

光
の
充
実
に
は
、
観
光
客
の
満
足
度
を
上

げ
る
必
要
が
あ
る
。
街
並
み
や
食
、
体
験

等
の
コ
ン
テ
ン
ツ
で
地
域
の
特
色
や
魅
力

が
重
要
で
あ
り
、
足
湯
な
ど
の
温
泉
施
設

の
整
備
も
選
択
肢
の
一
つ
と
考
え
て
い
る
。

真
ま

鍋
なべ

  和
かず

功
のり

 議員

丸
まる

谷
たに

  和
かず

樹
き

 議員

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
有
効

期
限
は
12
月
下
旬
ま
で

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
有
効

期
限
は
12
月
下
旬
ま
で

綱不知漁港

日置川コミュニティバス
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白
浜
町
都
市
公
園
で
あ
る
白
良
浜
海
水
浴
場
の
利
用

８
月
１
日
の
花
火
イ
ベ
ン
ト

 

白
良
浜
に
お
い
て
初
め
て
行
う
８
月

１
日
の
花
火
イ
ベ
ン
ト
は
、
町
が
「
共
催
」

と
な
っ
て
い
る
が
、
事
業
の
共
催
承
認
に

つ
い
て
は
、
課
長
会
等
で
十
分
な
協
議
は

さ
れ
た
の
か
。
議
会
に
審
議
を
求
め
な
く

て
も
良
か
っ
た
の
か
。

　

主
催
者
に
事
業
実
施
報
告
書
を
決
算

書
添
付
の
上
、提
出
す
る
よ
う
に
指
導
し
、

そ
の
報
告
書
は
議
会
へ
の
提
出
を
求
め
る
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
実
施
に
対
し
、
行
為
許
可

書
を
交
付
し
た
が
、
設
営
準
備
等
の
期
間

や
当
日
に
苦
情
や
意
見
は
な
か
っ
た
か
。

　

８
月
１
日
の
当
日
は
熱
中
症
警
戒
ア
ラ

ー
ト
が
出
さ
れ
て
い
た
が
、
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
し
て
よ
か
っ
た
の
か
。

　

ま
た
、
白
良
浜
に
お
い
て
行
為
許
可
し

て
い
る
ほ
か
の
事
業
所
は
あ
る
の
か
。

 

共
催
承
認
に
つ
い
て
は
、
特
に
課
長
会

議
等
、
ま
た
議
会
で
の
審
議
を
経
て
決
定

す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
課
長
会
議
に
お

い
て
説
明
は
行
っ
て
い
る
。

　

事
業
実
施
報
告
書
に
つ
い
て
は
、
主
催

者
側
が
実
施
状
況
を
取
り
ま
と
め
て
い
る

最
中
で
あ
る
。

　

当
該
イ
ベ
ン
ト
に
対
す
る
意
見
や
苦
情

等
に
つ
い
て
は
、
遊
泳
に
関
す
る
問
合
せ

や
、
苦
言
、
会
場
設
営
に
関
す
る
指
摘
、
次

回
開
催
の
要
望
等
が
あ
っ
た
。

　

熱
中
症
対
策
と
し
て
休
憩
用
テ
ン
ト
の

設
置
、冷
却
用
品
の
配
備
、救
護
ス
タ
ッ
フ

の
手
配
を
行
っ
た
。

　

白
良
浜
に
お
け
る
行
為
許
可
申
請
は
８

月
31
日
現
在
で
、
イ
ベ
ン
ト
、
撮
影
等
で

14
件
あ
っ
た
。

子
ど
も
の
安
全
を
守
る
見
守
り
体
制
強
化
に
つ
い
て

災
害
時
医
療
体
制
の
充
実
に
つ
い
て

 

大
規
模
災
害
に
備
え
、白
浜
は
ま
ゆ
う

病
院
等
の
医
療
体
制
の
充
実
は
不
可
欠
。

関
連
予
算
が
縮
減
す
る
中
、
平
時
か
ら
の

救
急
医
療
の
充
実
が
災
害
医
療
の
基
盤
と

な
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
支
援
や
予
算
の
拡

充
を
図
る
べ
き
と
考
え
る
が
、見
解
は
。

 

白
浜
は
ま
ゆ
う
病
院
を
は
じ
め
と
す

る
地
域
医
療
機
関
の
災
害
時
対
応
の
考
え

方
や
現
状
を
把
握
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
た
上
で
、
町
と
し
て

出
来
る
支
援
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

災
害
時
の
要
配
慮
者
支
援
に
つ
い
て

 

発
達
障
害
な
ど
外
見
か
ら
分
か
り
に

く
い
障
害
へ
の
理
解
を
深
め
、
災
害
時
の

配
慮
や
支
援
を
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
周
知
す
る
考
え
に
つ
い
て
伺
う
。

 

障
害
特
性
や
必
要
な
配
慮
に
つ
い
て
、

今
後
も
避
難
訓
練
や
研
修
な
ど
の
機
会
を

通
じ
て
地
域
の
方
々
に
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
く
ほ
か
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
、

要
配
慮
者
が
安
心
し
て
避
難
で
き
る
環
境

づ
く
り
の
啓
発
を
し
て
い
き
た
い
。

デ
ジ
タ
ル
技
術
等
で
見
守
り
強
化

 

防
犯
カ
メ
ラ
や
Ｇ
Ｐ
Ｓ
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
・
Ａ
Ｉ

な
ど
を
活
用
し
、
町
と
し
て
子
ど
も
た
ち

を
地
域
全
体
で
守
る
新
た
な
見
守
り
体
制

の
構
築
に
つ
い
て
伺
う
。

 

通
学
路
上
の
死
角
や
危
険
箇
所
へ
の

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
な
ど
、ハ
ー
ド
面
の

整
備
と
並
行
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活

用
に
つ
い
て
も
、
先
進
事
例
等
を
参
考
に
、

そ
の
導
入
の
可
能
性
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

松
まつ

田
だ

  剛
たけ

治
はる

 議員

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
有
効

期
限
は
12
月
下
旬
ま
で

廣
ひろ

畑
はた

  志
し

保
ほ

 議員

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
有
効

期
限
は
12
月
下
旬
ま
で

デ
ジ
タ
ル
技
術
活
用
の
可
能
性
を
探
る

関
係
規
定
等
に
基
づ
き
適
正
に
対
応
し
て
い
る　

白浜はまゆう病院

白良浜立入り禁止
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政治倫理審査会の審査結果について

政治倫理審査結果に基づく措置について

　政治倫理審査会の審査結果を受け、長野 莊一議長は、9月1日付で政治倫理条例第13条に基づく措置内容を

「政治倫理審査会の審査結果を尊重し、辞職を促すものとする」と決定し、黒田議員に対し交付しました。

　同日付の通知書において、議長は、黒田議員に対し、議員は町民の代表として、高い倫理観と責任感をもっ

て職務を遂行し、住民の模範となるべき存在であり、審査会の意見を真摯に受け止め、議員の辞職を強く促す

とともに、町民の信頼回復と議会の名誉保持のため、自ら進退について判断するよう要請しています。

政治倫理審査会

○審査の結果

　審査会は、黒田議員の一連の行為について、政治倫理条例第3条第1項第1号および第10号に違反すると認

定しました。

　また、政治倫理条例第11条第3項に基づき、講じるべき措置について協議した結果、委員の総意により「議

員の辞職勧告を行うこと」が妥当との判断を示しました。

　審査会は8月25日に審査を終了し、8月26日付で審査結果報告書を議長に提出しました。

○審査の経過

　審査会は公開のもと開催され、6月16日から8月25日まで計6回にわたり審査を行いました。審査では、黒

田議員に滞納に至った経緯等について説明を求め、質疑応答を行い、政治倫理条例に基づき弁明の機会を設

けるなど、公平かつ慎重に審査を進めました。

　その後、議員からの説明や弁明の内容を確認・整理したうえで審査を行い、審査請求で示された2項目について、

いずれも政治倫理基準に違反する事実が認められると認定しました。

○審査の対象となった事項

　審査請求では、黒田議員に町税等の一部に多額の滞納があったことについて、政治倫理条例第3条第1項第1

号「町民全体の代表者として、品位と名誉を損なうような一切の行為を慎み、町民の利益の実現及び福祉の向

上を目指し行動すること」および同項第10号「町税等の納付を誠実に行うこと」に違反する疑いがあるとして

審査が求められました。

○審査会の設置

　令和8年5月20日、白浜町議会議員政治倫理条例に基づき、黒田 武士議員の町税等の滞納に関する審査請

求書が議長に提出されたことにより、議会運営委員会での審議の結果、6名の議員で構成する白浜町議会議員

政治倫理審査会を設置しました。　

議員政治倫理審査会

溝口  耕太郎 委員長

真鍋  和功 副委員長

小森  一典 委員

松田  剛治 委員

菊原  章 委員

古田  彩 委員

白浜町議会議員政治倫理審査会
　議員の政治倫理に関する問題を審査するため、政治倫理審査会を設置しました。

政治倫理審査会では、審議を重ね審査結果を取りまとめています。

　ここでは、審査会の設置から審査結果、議長の措置に至るまでの経過をお知らせします。

詳細はコチラ 
政倫審 HP
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活動報告

　令和8年7月から9月までの議会活動と町議会議長の主な公務の日程

についてお知らせします。

　定例会や各種会議、地域の行事への出席など、町議会の活動について、

この期間に行われた主な活動をまとめました。

7日

9日

10日

13日

15日

28日

29日

23日

30日

和歌山県水道協会総会

議会広報特別委員会 戦没者追悼式

富田川治水組合議会 富田川衛生施設組合議会

白浜町老人クラブ連合会代議員総会

議員政治倫理審査会 議員懇談会

大辺路衛生施設組合議会

和歌山県後期高齢者医療広域連合議会

田辺周辺広域市町村圏組合議会

公立紀南病院組合議会

7月

6日

7日

18日

21日

25日

26日

和歌山県町村議会議長会 全議員研修会

議員政治倫理審査会 議会運営委員会

人権四者懇談会

全員協議会 議員政治倫理審査会

議会運営委員会 総務文教厚生常任委員会 議員政治倫理審査会

第14回中学生議会

8月

9月

第3回定例会（第1日）
全員協議会 議会運営委員会 総務文教厚生常任委員会

第3回定例会（第2日）
議会運営委員会

第3回定例会（第3日）
議会運営委員会

第3回定例会（第4日）
議会運営委員会

第3回定例会（第5日）
議会運営委員会 議会広報特別委員会

紀南環境広域施設組合議会

1日

10日

11日

15日

16日

29日

町議会・町議会議長の主な動き（7月～9月）



発行： 白浜町議会 
編集： 議会広報特別委員会

〒649-2211 和歌山県西牟婁郡白浜町1600番地
 TEL： 0739-43-6591   FAX： 0739-43-5888

E-mail： gikai@town.shirahama.lg.jp

※ 次回の定例会は、12月1日から16日まで開催予定です。
　 詳しい日程などは、議会事務局までお問い合わせください。

録画配信HP

議会だよりHP

日 月 火 水 木 金 土

543212/111/3011/29

1211
第3日

一般質問

10
第2日

一般質問

9876

1918
第5日

議案審議

17
第4日

議案審議

1615

第1日

提案説明

1413

録画配信12月 定例会

第14回 白浜町中学生議会

議会だより

会議録の閲覧

  議員として歩み始めて半年。今回の9

月定例会を終えて、改めて町民のみなさ

まの声を届けることという議員の役割

と責任を感じています。

　町を歩き、みなさまとお話しする中で

聞こえてくる、暮らしの中の小さな声。

その一つひとつに、白浜町をもっと良く

するヒントがあると思っています。

　「声を聞く、現場を見る、そして動く」

　本会議などの様子をインター

ネットで録画配信しています。

　録画配信の開始には、会議終

了後、数週間程度お時間をいた

だいています。

　過去の議会だよりについて、

平成26年分からホームページ

に掲載していますので、ぜひご

覧ください。

　8月26日に議場で行われた中学生議会では、7名の中学

生議員が、町政や地域の課題について一般質問を行い、町

当局に対し、自由な考えや新鮮な意見を堂々と述べました。

当たり前のことを、当たり前に続ける。

　議会は、町民のみなさまの暮らしと未

来を決める大切な場所です。だからこそ、

もっと身近に、もっと分かりやすく。

　白浜町はもっと明るくなる。その可能

性を信じ、みなさまとともに、一歩ずつ

未来を動かしていきます。この議会だよ

りを通じて、議会のことが少しでも身近

に感じていただけたら幸いです。（古田）

　町議会では、本会議及び各委員会の会議

録を作成しており、会議録のすべては、町

議会事務局で閲覧していただくことがで

きます。なお、本会議の会議録については、

平成23年分からホームページで公開して

おりますので、いつでもご覧いただけます。

　公開している会議録の閲覧は、

ホームページで検索いただくか、

左の QRコードからもご覧いただ

けます。

検  索白浜町議会　会議録


